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1部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.08.31
京都産業大学開始時間 18:30

会　　場 府民共済SUPERアリーナ

京都産業大学
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戦評
【総括】
満を持して開幕した一部リーグ戦。近年力を伸ばし躍進する大阪体育大学と、1年生の躍進により昨年とはまた雰囲
気の違うチームでリーグ戦に挑む京都産業大学の一戦。第2ピリオドまでは一進一退、僅差での戦いが続いたが、後
半は第3ピリオドで京産大が勢いに乗り、確実に得点を重ねて勝利した。両チーム気迫をむき出しにした、開幕戦にふ
さわしい熱い一戦となった。
【第一ピリオド】
立ち上がり、京産大は#30大庭が確実にフリースローを決め、勢いづく。しかし大体大も#9内藤を中心とした力強い
攻めで追撃。一方京産大#30大庭が3Pシュートなどで残り5分で同点となる。大体大#20岸田が3Pシュートを沈め大体
大がリードすると、大体大は勢いそのままに京産大を圧倒するかと思われたが、#30大庭の連続得点で反撃する。互
いに一進一退、抜きつ抜かれつの攻防が続く。京産大はゾーンディフェンスで大体大に確実なシュートを打たせず、
最終19-21、京産大の2点リードで第1ピリオドは終了した。
【第二ピリオド】
第2ピリオドは互いにスティールからの速攻に、ルーズボールの奪い合いと激しい展開でスタートした。大体大#20岸
田の3Pシュートなどでじわじわと大体大が得点を重ねるが、京産大も素早いトランジションの切り替えから速攻につな
げ、大体大は続けてファウルしてしまう。また京産大#7辻の速攻、アシストなどの活躍で得点するが、スコアは37-34、
得点差が開くことなく、息のつけない展開で大体大がリードし、前半を折り返す。
【第三ピリオド】
第3ピリオドは大体大#13伴の気迫のこもったリバウンドからのシュートで開始するが、負けじと京産大#30大庭が3P
シュートを沈める。僅差が続き、お互いに一点も与えたくない両チームは集中したディフェンスを展開。京産大は連続
してスティールに成功、#38リンダーライアン、#7辻の連続得点でついに同点に追いつく。さらに#5伊藤のスリーポイン
トプレー、#38リンダーライアンの高い身体能力を生かしたリバウンドが光り、京産大が再びリードする。その後大体大
はゾーンディフェンスに切り替え逆転を試みるも、逆にファウルが貯まりフリースローを決められ、点差が開いてしまう。
大体大#9内藤のゴール下が決まるも、反撃はここまで。京産大が点差を広げることに成功し、60-48で第3ピリオドが終
了した。
【第四ピリオド】
第4ピリオドはなかなか得点が決まらないが、大体大のタイムアウト後、#8宮里のゴール下から流れが大体大に傾き
始める。大体大は#9内藤のツーショット、#20岸田のアシストで#13伴のゴール下が決まり、大体大のベンチ、応援席は
今日一番の盛り上がりを見せる。すかさず、京産大も#17真鍋の3Pシュートと速攻で得点を挙げ、大体大に追撃を許さ
ない。残分が少なくなるにつれ球際の争いもますます激しくなるが、#17真鍋が再び3Pを沈め残分2分で点差は13点
に広がってしまう。大体大は最後まであきらめず、反撃を試みるが、京産大は確実にフリースローを決め、見事、80-70
で勝利を収めた。
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